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各位 

 

2017 年 12 月 15 日 

株式会社アイケイ 

 

社員が講師 社員の生産性向上を加速させる教育研修制度 

必要なスキルを“あっ!”という間に取得する「教えるプログラム」 
 

商品の製造販売を行う株式会社アイケイ（本社：愛知県名古屋市 代表取締役社長 COO：長野庄吾）は、

社員のスキルアップを目的とした「教えるプログラム」を 2017 年 6 月より開始しています。 

 

「教えるプログラム」は、社員が講師となり、様々な分野の知識を講師として社内で発表する教育研修

制度です。発表者は、得意な分野を発表するのはでなく、自身の課題とする分野や身に付けたい分野を

発表します。発表に向けて、知識を深める必要があり発表者、聴講者の双方が学べる機会となっていま

す。 

 

■若手社員の成長を実現 

当プログラムは、若手社員の育成に効果があると考えて

います。若手社員は、普段の業務時間内で「知識が無い

から発言しづらい」、「どのように発言していいかわから

ない」等と感じ、発言することを控えてしまう傾向があ

ります。 

 

入社 2 年目の食品開発部の若井(24 歳)は、「自社商品の

販売ルート」というテーマで 2017 年 6 月に発表をしま

した。しかし、進行が上手くいかず成功とは言えない結

果となり、再度発表することとなりました。 

2 度目の発表に向けて、営業に同行し、現場や販売側の

生の声を聞くことや、様々な資料を読み込むことで、“体験”・“知識”を増やしました。また、そこで得

た知識を活かして“起承転結”を意識した投影資料作りを行い、10 月に行われた 2 度目の発表では成功

し、前回より成長の跡を残しました。 

 

■伝えることを考えて変わる意識・行動 

当プログラムは、社員の生産性向上を目的としています。自身の課題とする分野を発表することで、「知

識を付ける」、「その知識を発信する力を付ける」ことができます。 

“何を伝える”かを明確にし、そのためにどのような知識をつけ、行動していくかを考えることで、そ

の後の業務へ大きなプラスになり、生産性向上に繋がります。 

2 回の発表を聴講した上司は、「通常業務で営業同行や、わからないことをそのままにせずに質問をして

くる姿を見て、成長意欲が強く見えた」、「“伝える”意識が変わり会議での意見も具体的な発言が増えた」

と発表への評価のみでなく、発表に向けて得た“体験”、“知識”を発揮できるようになってきたと話し

ます。 
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■実例から生まれたプログラム 

当社のグループ会社である株式会社音生（ヨミ：カブシキカイシャ ネオ 所在地：愛知県名古屋市 代表

取締役：安藤 建一）にて、社外向けにセミナーが企画されました。その際に“講演内容の知識を深めて

ほしい”、“自身の考えを発信できる人材になってほしい”という想いから普段あまり発言をしない社員

が、発表者に抜擢されました。発表者は、知識を深めるため、調査や発表資料作成など様々な準備を行

い、講演は見事成功しました。 

その後、発表をした社員は、その専門分野の知識を深めると共に発言する機会が増え、業務の幅が広が

りました。 

この実例を社内で共有し、“全社員が行うことでそれぞれのスキルアップになる”ことから「教えるプロ

グラム」が開始となりました。 

 

■教えるプログラム 概要 

研修名  ：教えるプログラム 

開始日  ：2017 年 6 月 

講演対象者：マネージャー以下の全社員 

講演時間 ：30 分 

内容   ：自身の身に付けたい分野を社内へ発表する。 

部署関係無く、題目に興味のある社員は 

      聴講することができる    

 

 

■教えるプログラム 題目一覧 

・海外で求められる商品・人材とは 

・ヒット商品を生み出す方法 

・リーダーシップと後輩育成 

・共感から生まれる「ブランド作り」 

・とらわれない発想について 

・仕事をする上で必要不可な報・連・相 

・自発的な行動をみんなができる会議の持ち方 

・決算書について基礎知識 

・SNS で自社商品の知名度を上げる方法 

・インターネット通販の現状と今後について 

・薬事法の知識を加えた営業方法 

・スピードのある仕事で成果を生み出す 

・在庫の持ち方で利益貢献 

・日本化粧品ブランドのアジアでの反響 
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■会社概要 

株式会社アイケイは、美しく生きる・健康に生きる・楽しく生きる、の 3 軸をテーマに、長年に 

わたって蓄積されたビッグデータから、化粧品・生活雑貨・食品等の商品開発を行い、企画・製造・ 

販売・物流までを一貫して行う、マーケティングメーカーです。 

 

○社名 株式会社アイケイ 

○本社 〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅 3-26-8 KDX 名古屋駅前ビル 5 階 

 ○東京支社 〒104-0061 東京都中央区銀座一丁目 7 番 3 号 京橋三菱ビル７階 

○代表 代表取締役社長 COO 長野庄吾 

○設立 1982 年 5 月 1 日 

○資本金 4 億 174 万円 

○売上高 152 億 73 百万円（2017 年 5 月期連結） 

○従業員 252 名（2017 年 5 月期連結） 

○ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.ai-kei.co.jp/ 

 

 

 

 

 

電話：03-5159-5357    

携帯：090-9978-8317    

E-mail：t-wakai@ai-kei.co.jp 

プレスリリースに関するお問い合わせ先 
広報事務局  担当：若井 


